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駿
河
台
校
地
　
　
旗
本
中
坊
氏
屋
敷

跡
i
の
発
掘
調
査小

　
林
　
三
　
郎

　
（
［
）

駿
河
台
に
等
兄
立
つ
、
明
治
大
学
記
念
館
も
部
分
的
な
老
朽
化



が
進
み
、
建
て
替
え
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
関
東
大
震

災
の
教
訓
か
ら
、
丈
夫
一
式
の
建
物
と
し
て
評
価
さ
れ
、
駿
河
台

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
建
物
だ
け
に
、
姿
を
消
す

こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
明

治
大
学
の
ま
た
駿
河
台
の
新
ら
し
い
シ
ン
ボ
ル
の
創
造
は
、
明
大

関
係
者
す
べ
て
の
要
請
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
い
く
た
び
か

記
念
館
の
修
理
、
復
原
、
保
存
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
と
聞
く
。

記
念
物
と
し
て
の
生
命
を
復
活
さ
せ
た
い
と
の
願
望
が
強
か
っ
た

が
、
修
理
、
修
復
も
技
術
的
に
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
も
う
か

が
っ
た
。

　
一
九
九
三
年
の
駿
河
台
地
区
の
再
開
発
が
決
ま
り
、
一
九
九
五

年
か
ら
い
よ
い
よ
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

　
　
　
（
二
）

　
駿
河
台
校
地
周
辺
は
、
大
都
会
江
戸
の
中
心
部
分
と
し
て
、
旗

本
や
大
名
の
屋
敷
が
密
集
し
た
地
区
で
あ
る
。
こ
と
に
、
江
戸
城

内
堀
と
外
堀
と
に
囲
ま
れ
た
地
域
は
、
江
戸
城
・
将
軍
家
を
守
護

す
る
役
割
を
も
つ
旗
本
衆
が
居
を
構
え
て
い
た
重
要
な
部
分
で
あ

っ
た
。
駿
河
台
と
い
う
地
名
は
、
駿
河
衆
・
旗
本
が
定
着
し
た
こ

と
に
由
来
す
る
。

　
駿
河
台
は
、
も
と
神
田
山
と
い
う
台
地
が
南
に
向
っ
て
延
び
て

い
た
。
東
海
道
品
川
宿
あ
た
り
か
ら
も
よ
く
見
え
た
と
い
う
。
神

田
山
は
、
近
世
初
期
に
江
戸
湾
の
埋
め
立
て
の
た
め
の
土
取
で
削

平
さ
れ
て
寺
町
と
な
っ
た
。
家
康
の
死
後
、
駿
府
に
い
た
家
臣
団

（
駿
河
衆
）
を
江
戸
に
も
ど
し
て
こ
の
地
に
住
ま
わ
せ
た
。

　
神
田
山
の
原
状
を
復
原
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
山
の
上

ホ
テ
ル
と
明
治
大
学
百
周
年
記
念
図
書
館
と
の
間
に
、
わ
ず
か
に

残
る
台
地
上
面
、
五
・
六
・
七
号
館
前
を
通
る
道
路
面
、
十
一
号

館
前
の
道
路
面
の
高
さ
が
、
神
田
山
の
頂
部
平
坦
面
で
あ
っ
た
可

能
性
が
強
い
。
こ
の
こ
と
は
、
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
の
建
設
時
に
、

建
物
西
側
に
の
こ
る
崖
面
の
土
層
観
察
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
ム
層
と

表
土
層
の
堆
積
状
態
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
標
高
二
五

メ
ー
ト
ル
前
後
の
台
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　
駿
河
台
周
辺
に
は
、
縄
文
時
代
遺
跡
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
明

治
大
学
周
辺
で
は
大
学
院
棟
西
側
の
貝
塚
や
三
省
堂
周
辺
の
貝
塚

な
ど
が
知
ら
れ
る
。
現
地
形
と
遺
跡
の
あ
り
方
か
ら
み
る
と
、
神

田
山
は
も
と
も
と
、
現
在
の
靖
国
通
の
辺
り
ま
で
延
び
て
い
て
、

明
大
通
り
の
緩
斜
面
の
上
に
、
厚
さ
一
〇
米
位
の
土
が
堆
積
し
て
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い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　
　
　
（
三
）

　
発
掘
調
査
に
先
立
つ
、
入
念
な
周
辺
地
形
の
検
討
を
経
て
、
一

九
九
五
年
十
一
月
末
か
ら
、
記
念
館
前
庭
の
発
掘
調
査
を
開
始
し

た
。
発
掘
調
査
に
先
立
つ
調
査
と
し
て
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵

の
中
坊
家
下
屋
敷
の
平
面
図
を
参
考
と
し
た
。
し
か
し
、
道
路
の

方
向
や
建
物
全
体
の
配
置
に
つ
い
て
、
い
く
つ
も
の
疑
問
が
提
出

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
発
掘
調
査
を
開
始
し
て
間
も
な
く
、

お
茶
の
水
図
書
館
・
成
簑
堂
文
庫
所
蔵
の
「
中
坊
氏
屋
敷
絵
図
」

の
発
見
と
そ
の
資
料
提
供
に
よ
っ
て
解
決
し
た
。
ま
た
、
旗
本
中

坊
氏
の
こ
子
孫
に
あ
た
ら
れ
る
中
坊
嘉
裕
氏
の
ご
好
意
に
よ
る
文

書
類
な
ど
の
ご
教
示
に
よ
る
材
料
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
原
状

が
明
ら
か
と
な
る
。

　
発
掘
調
査
は
、
ま
ず
地
層
の
確
認
調
査
か
ら
開
始
し
た
。
予
想

通
り
、
ロ
ー
ム
層
の
堆
積
は
全
く
な
く
、
ロ
ー
ム
層
下
部
の
粘
土

層
が
全
面
に
あ
っ
た
。
地
層
の
確
認
は
、
文
学
部
地
理
学
研
究
室

の
杉
原
重
夫
教
授
の
教
示
を
得
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
遺
構
は
、

粘
土
層
上
面
に
展
開
し
て
い
た
。
記
念
館
建
設
時
の
基
礎
工
事
、

先
代
明
治
大
学
校
舎
な
ど
の
工
事
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
部
分
が

失
わ
れ
て
い
た
。
先
代
明
治
大
学
正
門
内
側
の
石
畳
や
門
扉
用
の

レ
ー
ル
な
ど
が
、
地
表
下
数
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
に
確
認
さ
れ

て
い
る
。
図
面
と
写
真
に
よ
る
記
録
を
と
り
な
が
ら
、
次
第
に
江

戸
期
の
遺
構
を
検
出
す
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
。

　
　
　
（
四
）

　
駿
河
台
周
辺
の
切
絵
図
を
み
る
と
、
旧
記
念
館
、
皿
号
館
、
図

書
館
と
現
在
の
研
究
棟
と
を
含
む
部
分
が
中
坊
氏
屋
敷
に
相
当
し
、

旧
二
号
館
、
三
号
館
と
旧
記
念
館
の
一
部
が
亀
井
氏
、
東
條
氏
の

屋
敷
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
記
念
館
前
遺
跡
と
し
た
部
分

は
、
中
坊
氏
屋
敷
の
表
門
に
接
し
て
建
て
ら
れ
た
長
屋
部
分
に
相

当
す
る
。
屋
敷
地
は
旧
記
念
館
正
面
付
近
で
中
坊
氏
と
亀
井
氏
に

分
け
ら
れ
、
地
境
と
し
て
排
水
溝
が
明
大
通
り
方
向
に
向
け
て
設

け
ら
れ
て
い
た
。

　
中
坊
・
亀
井
両
氏
屋
敷
全
体
の
遺
構
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆
ん

ど
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
両
氏
屋
敷
の
長
屋
跡
と
そ
の
周
辺
に
は

各
種
の
遺
構
が
の
こ
さ
れ
て
い
て
、
旗
本
家
臣
団
の
生
活
の
一
端

が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
と
に
長
屋
建
物
の
床
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下
に
展
開
す
る
地
下
室
（
地
下
蔵
）
は
、
同
じ
箇
所
に
い
く
度
も

造
り
替
え
ら
れ
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
使
用
さ
れ
た
こ

と
を
推
定
さ
せ
る
。
地
下
室
か
ら
発
見
さ
れ
る
遺
物
は
、
地
下
室

の
年
代
や
、
当
時
の
生
活
用
具
の
細
か
な
部
分
を
解
明
す
る
た
め

に
貴
重
で
あ
る
。

　
地
下
室
か
ら
発
見
さ
れ
る
も
の
に
は
、
陶
磁
器
類
、
金
属
器
、

漆
器
を
ふ
く
む
木
製
品
、
動
物
や
植
物
の
残
骸
な
ど
が
あ
る
。
陶

磁
器
は
江
戸
初
期
の
も
の
の
ほ
か
中
国
製
陶
磁
器
が
あ
る
。
十
七

世
紀
中
ご
ろ
の
も
の
が
あ
っ
て
、
屋
敷
創
建
年
代
と
か
か
わ
り
を

も
つ
と
推
測
さ
れ
る
。
柿
右
衛
門
様
式
の
色
絵
小
鉢
や
鍋
島
様
式

の
皿
や
、
中
国
景
徳
鎮
窯
の
製
品
な
ど
は
、
旗
本
の
生
活
の
一
端

を
垣
間
み
せ
て
く
れ
る
。

　
優
秀
な
漆
器
類
も
み
ら
れ
、
全
国
各
地
の
製
品
が
愛
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
塩
壺
や
か
ま
ど
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
品
、
子

供
の
玩
具
や
人
形
な
ど
、
当
時
の
生
活
状
態
を
偲
ぽ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
な

　
長
屋
建
物
の
基
礎
部
分
に
接
し
て
発
見
さ
れ
る
「
胞
衣
」
も
、

子
供
の
健
全
な
成
長
を
祈
る
と
い
う
、
生
命
の
貴
さ
を
強
調
す
る

人
々
の
姿
に
、
改
め
て
畏
敬
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。
発
掘
調
査
後

の
整
理
作
業
は
ま
だ
継
続
し
て
い
る
。
旧
一
号
館
の
明
大
通
り
と

の
間
に
わ
ず
か
に
の
こ
る
空
地
は
、
調
査
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
が

失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
ま
た
、
現
明
治
大
学
敷
地
の

東
南
角
に
わ
ず
か
に
の
こ
る
石
垣
も
、
明
大
通
り
拡
幅
に
よ
っ
て
、

そ
の
基
礎
部
分
か
ら
ほ
と
ん
ど
が
再
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明

ら
か
と
な
っ
た
。

　
明
治
大
学
記
念
館
前
遺
跡
調
査
団
は
、
す
で
に
『
江
戸
駿
河
台

の
旗
本
屋
敷
』
と
し
て
発
掘
調
査
の
概
要
を
ま
と
め
て
発
表
し
た
。

全
体
の
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

☆
『
江
戸
駿
河
台
の
旗
本
屋
敷
』
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
に
て

　
　
配
布
。
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